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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月9日(2012.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムにおけるハイブリッド自動再送要求(ＨＡＲＱ)動作方法であって、
　（ａ）パーシステントリソース割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数とパーシステ
ントリソース割り当て周期情報を受信するステップと、
　（ｂ）前記パーシステントリソース割り当て周期情報によってデータを受信するステッ
プと、
　（ｃ）前記パーシステントリソース割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数と、前記
パーシステントリソース割り当て周期情報と、時間情報と、を用いてＨＡＲＱプロセス識
別子(identifier)を計算するステップと、
　（ｄ）前記計算されたＨＡＲＱプロセス識別子とＨＡＲＱプロセスを連結するステップ
と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記受信されたデータを前記連結したＨＡＲＱプロセスに伝送するステップをさらに含
むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記時間情報は、システムフレーム番号（ＳＦＮ）とサブフレーム番号により決定され
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＨＡＲＱプロセス識別子は、次の数式により決定され、
　　　ＨＡＲＱプロセス識別子＝ｓ modulo ｎ
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　ここで、ｓはｔ/ｉから求められた整数であり、ｔは前記時間情報であり、ｉは前記パ
ーシステントリソース割り当て周期情報であり、ｎは前記パーシステントリソース割り当
てのためのＨＡＲＱプロセスの個数であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項５】
　Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送が存在するかを確認するステップと、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送がなければ、前記(ｂ)、(ｃ)、(ｄ）過程を遂行するス
テップと、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送があれば、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報によって前記データ
を受信し、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報に対応するＨＡＲＱプロセスに前記受信されたデータ
を伝送するステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　通信システムにおけるハイブリッド自動再送要求(ＨＡＲＱ)動作方法であって、
　（ａ）パーシステントリソース割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数とパーシステ
ントリソース割り当て周期情報を送信するステップと、
　（ｂ）前記パーシステントリソース割り当て周期情報によってデータを送信するステッ
プと、
　（ｃ）前記パーシステントリソース割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数と、前記
パーシステントリソース割り当て周期情報と、時間情報と、を用いてＨＡＲＱプロセス識
別子(identifier)を計算するステップと、
　（ｄ）前記計算されたＨＡＲＱプロセス識別子とＨＡＲＱプロセスを連結するステップ
と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記送信されたデータを前記連結したＨＡＲＱプロセスに伝送するステップをさらに含
むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記時間情報は、システムフレーム番号（ＳＦＮ）とサブフレーム番号により決定され
ることを特徴とする請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＨＡＲＱプロセス識別子は、次の数式により決定され、
　　　ＨＡＲＱプロセス識別子＝ｓ modulo ｎ
　ここで、ｓはｔ/ｉから求められた整数であり、ｔは前記時間情報であり、ｉは前記パ
ーシステントリソース割り当て周期情報であり、ｎは前記パーシステントリソース割り当
てのためのＨＡＲＱプロセスの個数であることを特徴とする請求項６乃至８のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１０】
　Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送が存在するかを確認するステップと、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送がなければ、前記(ｂ)、(ｃ)、(ｄ）過程を遂行するス
テップと、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送があれば、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報によって前記データ
を受信し、前記Ｌ１／Ｌ２制御情報に対応するＨＡＲＱプロセスに前記受信されたデータ
を伝送するステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項６乃至９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　通信システムにおけるハイブリッド自動再送要求(ＨＡＲＱ)動作のための装置であって
、
　パーシステントリソース割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数とパーシステントリ
ソース割り当て周期情報を受信し、前記パーシステントリソース割り当て周期情報によっ
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てデータを受信する受信部と、
　前記パーシステントリソース割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数と、前記パーシ
ステントリソース割り当て周期情報と、時間情報と、を用いてＨＡＲＱプロセス識別子(i
dentifier)を計算し、前記計算されたＨＡＲＱプロセス識別子とＨＡＲＱプロセスを連結
する制御部と、
　前記受信されたデータのためのＨＡＲＱ動作を遂行するＨＡＲＱプロセッサと、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記受信されたデータを前記ＨＡＲＱプロセスに伝送することを特徴と
する請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記時間情報は、システムフレーム番号（ＳＦＮ）とサブフレーム番号により決定され
ることを特徴とする請求項１１又は１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＨＡＲＱプロセス識別子は、次の数式により決定され、
　　　ＨＡＲＱプロセス識別子＝ｓ modulo ｎ
　ここで、ｓはｔ/ｉから求められた整数であり、ｔは前記時間情報であり、ｉは前記パ
ーシステントリソース割り当て周期情報であり、ｎは前記パーシステントリソース割り当
てのためのＨＡＲＱプロセスの個数であることを特徴とする請求項１１乃至１３のいずれ
か１項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記制御部は、Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送が存在するかを確認し、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送がなければ、前記制御部は前記パーシステントリソース
割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数と、前記パーシステントリソース割り当て周期
情報と、前記時間情報と、を用いて前記ＨＡＲＱ識別子を計算し、前記計算されたＨＡＲ
Ｑプロセス識別子とＨＡＲＱプロセスを連結し、前記受信されたデータを前記連結したＨ
ＡＲＱプロセスに伝送し、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送があれば、前記受信部は前記Ｌ１／Ｌ２制御情報によっ
てデータを受信し、前記制御部は前記Ｌ１／Ｌ２制御情報に対応するＨＡＲＱプロセッサ
に前記受信されたデータを伝送することを特徴とする請求項１１乃至１４のいずれか１項
に記載の装置。
【請求項１６】
　通信システムにおけるハイブリッド自動再送要求(ＨＡＲＱ)動作のための装置であって
、
　パーシステントリソース割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数と、前記パーシステ
ントリソース割り当て周期情報と、時間情報と、を用いてＨＡＲＱプロセス識別子(ident
ifier)を計算し、前記計算されたＨＡＲＱプロセス識別子とＨＡＲＱプロセスを連結する
制御部と、
　前記パーシステントリソース割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数とパーシステン
トリソース割り当て周期情報を送信し、前記パーシステントリソース割り当て周期情報に
よってデータを送信する送信部と、
　前記ＨＡＲＱプロセス識別子に基づいて前記データを格納するＨＡＲＱプロセッサと、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項１７】
　前記ＨＡＲＱプロセッサは、前記送信したデータを前記ＨＡＲＱプロセスに伝送するこ
とを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記時間情報は、システムフレーム番号（ＳＦＮ）とサブフレーム番号により決定され
ることを特徴とする請求項１６又は１７に記載の装置。
【請求項１９】
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　前記ＨＡＲＱプロセス識別子は、次の数式により決定され、
　　　ＨＡＲＱプロセス識別子＝ｓ modulo ｎ
　ここで、ｓはｔ/ｉから求められた整数であり、ｔは前記時間情報であり、ｉは前記パ
ーシステントリソース割り当て周期情報であり、ｎは前記パーシステントリソース割り当
てのためのＨＡＲＱプロセスの個数であることを特徴とする請求項１６乃至１８のいずれ
か１項に記載の装置。
【請求項２０】
　前記制御部はＬ１／Ｌ２制御情報の伝送が存在するかを確認し、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送がなければ、前記送信部は前記パーシステントリソース
割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数とパーシステントリソース割り当て周期情報を
送信し、前記パーシステントリソース割り当て周期情報によってデータを送信し、前記制
御部は前記パーシステントリソース割り当てのためのＨＡＲＱプロセスの個数と、前記パ
ーシステントリソース割り当て周期情報と、時間情報と、を用いてＨＡＲＱプロセス識別
子(identifier)を計算し、前記計算されたＨＡＲＱプロセス識別子とＨＡＲＱプロセスを
連結し、
　前記Ｌ１／Ｌ２制御情報の伝送があれば、前記制御部は前記Ｌ１／Ｌ２制御情報によっ
て前記ＨＡＲＱプロセス識別子を設定し、前記送信部は前記Ｌ１／Ｌ２制御情報を伝送す
ることを特徴とする請求項１６乃至１９のいずれか１項に記載の装置。
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